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，2

^
廣

奥

ま

霜

’で

?
 

‘.
：.
-，
じ
、
：
、
：

.
;シ
.ん
て
.：，
：
し

.，.一一'‘

.ニ'、を
 ̂

,

^
屈
®

年
に
は
彼
が
生
涯
S

後
の
著
作
た
る
た
り
©
ド

s
p
i
q
u
e

 

d
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D
i
e
u

 

5
が
巧
行
せ
ら
れ
た
。本
誉
は
彼
の
；濃
系
中
特

に

扁

缴

的

ゥ

ー

一

道

ま

ず

：

厕

强

：調

せ

,
意̂

l

i

j

g

l

,の
骨
I

反
i

約
^
^
^

の
外
旣
激
表
並
に
未
殺
表
の
論
作
等
頗
る
多
量
.で
ぁ
‘る
。
-

.

’ 

0

6
 

,
,
-

!

ぺ
ク
ル
の
社
會
思
想
は
繁
、

i

出
義
の
兆
瑟
な
る
も
の
で
ぁ
る
。
素
ょ
り
國
家
社
會
主
養
.者
とn

す
べ
き
人
物
は
波
よ
前
に
.

も
'
^
?
る
0

俳
し
乍
I

家
社
I

f

 

I

的
に
、
■

的
に
且
.つ
仔
細
に
冗
て
i

せ
る
者
に
I

:.で
は
恐
ら
く
彼
を
以
て
嵩
.
 

矢
と
す
ぺ
.さ
で
あ
ら
ぅ
9
:
.
-
-
.
-
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一 -.<-

ク

ル

遠

ぐ

；̂

■

安
特
徵
付
る
もQ

ね
ま
，づ
彼
あ
^
^
^
^

マ
ル
シ
.イ
奢r

第
廣
主
義
の
建
設
者
コ
ン
.ス
タ
ン
タ
ン
•
ぺ
タ
I

ル』

を
.讀
む 

ニ 

b 
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 j 

z-vb j 

ノ
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I

-

1.

i
 ざ
、

ャ
ル
シ
.ィ
著f

集
産
主
義
の
建
設
者
.コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン

•
ぺ
ク
，
ル

』

を
讀
む
 

1
!

ル

a

Q
七C

D

義
者
お
る
事
お

1̂
1
1任
龙
る
ひ
：は
實
§

德
#

理
報
の
我
に
於
て
#

お
る
。
パ
彼
が
6
1?
&の

體

系

を

，撒
^
:
>や
終
始
：ま
信
翁
ず
る
所
の
跋
则
は 

2

’
)

己
の
欲
せ
ざ
る
.所
を
八
に
施
す
事
勿
れ0

一

)

己
の
欲
す
る
が
如
く
人
を
遇
せ
よ(111)

己
自
身
と
同
极
に
隣
人
を
愛
せ
よ
と
の 

ニ
；ケ
條
で
あ
る
。
か
く
理
想
主
龍
者
で
あ
り
、.11

心
論
衆
な
る
'が
故
に
.彼
は
又
理
念
の
全
能
#

維
信
ず
る
。：#

が
經
濟
的
進
化
を
道
德 

的
巡
化
に
依
據
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
0 

. 

> 

:
’ .
.
：

ぺ
ク
一
ル
は
何
よ
り
も
先
づ
傅
愛
と
慈
殺
と
を
信
條
と
す
る
人
物
で
あ
る
0

彼
が
世
界
改
跟
お
志
す
：の
はt

愛
及
人
類
瘦
ハ
名
に
於 

て
で
あ
る
。
，彼
の
全
著
作
は
孰
れ
も
明
る
^
|紙

，の

衆

轉

に

徽

足

ず

る

6
,
4れ

放

ぼ

被

ぱ
^
^
#派

經

濟

學

長

一
:
5反̂
對
の
地
步
に
立
：つ
。
彼 

に
：ぶ
，れ
ぱf

a
#

派
經
濟
學
に
がi

て
®

濟
擧
ほ
賞
を
究g

ホ
る
法
則
：ね
：#

で
あ
ゆ
-
^
#錄
如
何
ほ
腺
成
せ
か
れ
、
；分
配
せ
も
.
^

r.:

術

辨 

せ
ら
る
：̂
や
の
方
法
に
關
す
る
學
、
換
言
ホ
か
ぱ
純
平
お
る
：敦i

;

の
舉
で
お
る
。
從
て
道
德
§

序
に
關
；す
る
1
:切

€
!
^
考

慮

ほ

斯

學

お
 

ひ
：除
外
せ
ら
れ
た
。
ス
ミ
ス
'然

リ

、

，
リ

カ

ル

：
，

K
、
.
，
：ぜ

ィ

1
^

■

◎
で
#

る
？

^̂ 

ア
に
至
.て
'は
經
濟
學
を
道
德
的
r
:感
情
的
秩
序 

わ
；̂
:
:切

め

：
關

，ほ

が

'か
觸
放
じ
^
^
0 

.

ベ
.
‘ 

.

-

,
■

。：：ペ
、ク
ル
ニ
の
：經
濟
學
赚
と
全
く
選
を
異
に
す
る
？
彼
に
.よ
れ
ぱ
經
濟
學
は
.幸
福
の
學
サ
.あ
リ
、
そ
め
研
究
鎮
域
：ほ
ま
典
派
の 

れ

，；に

比

し

で

遙

に

廣

大

想

ル

る

？ >.::

即
ち
彼
に
取
一
濟
學
は
现
祐
及
過
去
化

於
： .

て
W

質
的
曾
が
如
何
.に
取
成
せ
ら
れ
、
分
配
せ
ら
れ
，
 

消
資
せ
ら
る
V
、：
や

を

敎

へ

る

所

：の

’無

味

乾

燥

の

分

析

：
で
：
は

な

く

じ

：て

.タ
總
ゆ
る
種
類
の
.

何

に

嫁

成

ぜ

ら

れ

、
分
配
ま
ら
一

袖

費

あ

る

ベ

：
き

か

を

敎

，
へ
：

^
：所

の

生

け

る

科

學

で

あ

£

リ
ぺ
：
ン

 

n
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，
；
に
ぐ
：
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,:ナ
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V
.
V
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-
.
;
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ぶ
彼
の
ホ
，法
論
は
又
古
典
派
：

S
.

そ
れ
と
全
t

相
通
す
：る
，

I
S

が
な
い
0 i

n
典
賊S

方
法
が
分
析
的
> 

:
歷
史
的
X
:ー

觀

照

的

な

る

，に

對

：
し

て

彼 

の

卞

法

：
^
袖

欲

的

ナ-演̂

輝

的

タ

： ■:.

非

現

實

的

せ

：

0

を
0 

; 

::: 

-

:
ア
；
.
.
. 

-

ム

:

‘
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〜

ッ
ぺ
：
ク

ー
.
:ル
に
-
れ̂
ぱ
無
政
府
的
生
塵
、：；自
由
鎌
：傘
、
失
業
建
働
階
親
の
資
處
> 
分
酣
：の
不
を
1
^
.
-
-
-

是
等
.が

資

本

主

義

社

會

の

.禍

愿

で
あ
る
？
而
し
て
是
等C

!

禍
悪
は
結
局
生P

手
段
の
私
有
0

事
實
.に
簿
兀
さ
れ
る
一
0
:
:總
て
是
等
ゆ
情
弊
を
削
減
す
る
の
.道

は

土

地

：及

勞
 

働
手
段
め
肚
會
化
以
外
に
は
な
い
。『

社
會
經
濟
に
於
け
る
眞
理
た
り
、善
た
る
も
の
は
富
の
繁
、勞

嫩

貴

、
！
般
的
厚
生
條
件
の
祟 

進
的
祉
會
化
ポ
あ
ら
ザ
，

』

とc
:
l〕

.：

ベ
：ク
ー
ル
は
资
卞
ま
義
社
會
め
.斷
乎
た
'る

反

：對

者

で

あ

，
る

.
O
V生
産
，乎
段
の
報
存
廢
止
は
彼
の
念
願
で

- 

-V 

.

.

.

.

.

.
 

' 

.

.
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: 
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.

.

.

レ
：レ

-
r
:
/
:
v
-

ン
：
，
，
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.

.

.
:
 

. V,.:. 

,

:

•.

.

:

旣
に
生
産
手
殷
社
會
化
の
跟
來
社
會
の
貴
双
が
望
ま
し
き
も
め
：と
す
れ
ば
如
何
.に
；し
そ
之
を
；

k

現
す
る
.や
？
ぺ
：ク
ー
:ル
.
に

ょ

れ

ぱ

，現 

行

；̂
會

の

彻

嘴

的

進

北

一

は

勞

働

要

具

並

：
ポ

：

r

切
の
赏
の
§

衆
义
條
件
の
社
會
北
の
.：方

向

に

向

て
☆
る

？

集

産

主

義

の

：時

代

は

日

A
準 

備

せ

ら

れ

ぐ
U

あ

：
る

の

)

.で許彼は資本成

®S

會

：
が

社

會

主

：義

の

方

向

：に

.

向
：：

て
.進
勝
し
.つ
；

あ
る
の
，.事
實
を
確
信
す
る
も
の
，や 

4

る
。l

i

し

て

此

將

霊

會

；
へ
，：；
の

進

展

傾

向

を

助

成

し

.ゾ

，
强

化

す

る

の

.道

は

ホ

章

の

叙

化

、
：
道

：德

北

：
以

外

に

は

存

し

な

い

ぺ

；
請

へ

ら

く
 

『

革
命
が
情
神
の
中
に
：於
^

遂̂
行
：せ
：ら
る
時
は
郷
1
.
>ー制
|

上̂

：の
；
卑

命
.

亦̂

平

：和

裡

：
に

遂

|

せ̂
&

る
V

で
：あ
ら
.ぅ
0
#

人
は
道
德
的
改 

善
に
ょ
ろ
"
'
^
'撒
截
て
社
會
的
#

に
#

質
的
改
善
を
#成

.； .：̂ ;

韻
え
ク
ま
て
道
德
> 

開
明
に
！：

3:

2

S

的
な
一
る
：意

志

.
、
：
：
.

^

#

r

 

强

動

及

一

切
^
進̂

肤

れ

發

足

點

で

あ

り

：
、
：
原

動

ヵ

で

：
ぉ

る

』

と

。
へ
？
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A

ベ
：

ク
-
-

ル
が
靡
産
黎
實
潮
ゆ
ネ
段
-

か̂
.
.て
；揮
.ぶ

辦

の

法

、：̂
本
質
的
ぢ
平
和
的
せ
®

：るT

暴
力
は
何
人
も
：之
に
諮
ヤ
は
な
ら
ぬ
發 

ふ
べ
き
極
端
事
で
あ
る
H

ま

『

ポ
命
は
骚
擾
と
暴
カ
に
ょ
ウ
て
事
態
-
關̂
係
な
^
!緒
果
を
生
れ
£
4
:
}
暴̂
カ
\

掠
想
、
‘
1
爭
、
總
て 

之
れ
サ
怒
と
報
後
心
に
ょ
り
て
惹
起
せ
ら
れ
た
る
廣
策
で
お
る
。
t
a

。̂ど

思

想

を

更

新

す

が

ー

^
J
.と
、
.之
れ
目
的
で
あ
ゎ
、
說
服
す
る
事 

之
れ
乎
段
で
あ
る』

(

'
5

〕

获
に
ぺ
ク
ー
ル
の
眞
意
が
存
祐
.す
る
0 

•

以

上

は

ぺ

，
ク

ー

ル
：
の

體

系

の

督

见

的

說

明

で

あ

る
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，

ぺ
ク
ー
ル
の
近
世
社
喻
主
義
史
上
に
於
け
る
‘地

十

.九
泄
紀
社
會
主
義
史
上
の
ニ
大
明
M

サ
ン
•
シi

p

ン
.及
シ
ャ
ル
ル
•
フ
I

v

u 

と
對
比
す
：̂
事
に
ょ
つ
：て1

層
鮮
明
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

ハ
.-...
へ

ク

> 

.セ
キ
に
^

社
營
主
義
.の雨

.！？！

攀
.に
督ふ

'!5^

頗
る
‘'

K
.

で
'あ
..つ
：た
：0
.
.ぺ

ク

ル.：

は
自
.己
..

p..

思
饭
領
系
形1̂

.

過
ぜ
こ’y

や
て
ま
'.

v>

サ 

ン
•
シ
モ
ン
の
涨
禮
を
受
け
て
居
る
0

事
賞
彼
.は
.一

八

乃

至

一

A

三一

ハ

4;̂

、
全
く
サ
シ
•
シ
モ
ン
主
義
に
歸
依
し
、此
.蓮
：動
に
於
て 

富
^
<な̂
る
役
韵
を
勤
め
、
此
飘
{示
敎
の
-傅
道
者
の
一
人
と
な
で
た
の
.で
あ
る
が
、

一

A

三】

ザ
す
二
月
、
サ
ン
•
，シ
モ
シ
主
-義
陳
營
內
.に 

分
を
生
ビ
、
ベ
ク
1

ル
叉
サ
ン
•
シ
"モ
ン
ホ
義
が
倘
人
的
自
め
と
國
代
表
制
を
'飛
認
せ
ざ
•る
事
に
働
：、

b
f
v
し
： .

て
.

運
動
ょ
り
身
を
'退 

い
セ
。

！ 

<
1
1
!

三

年

フ

リ

H

主
義
を
究
め
て
"

之

に

倾

倒

す

る

，に

至

り

、

雨

來

一 

<

三

六

年

に

赛

起

約
H
年

間

、
ダ

イ

，ト
ル
>

コ
シ 

シチラン

を
：}:̂

けてサン••
シ
モ
嚴
ぜ
合
よ
周
纖
ポ
、此鄰働に

‘

{ホ
！
^鞭

制
☆

演

じ

た

，が
ハ
，
义

し

か

ら

ホ

し

て

r:

皮 

.サ
フ
i

 H

主
義
は
强
黑
搖
力
の
：ル
當
他
を
否
認
し
、

！
切
.の
强
制
を
不
必
耍
と
な
す
が
故
に
そ
の
歸
す
る
所
は
結
局
放
肆
と
無
政 

府
に
外
な
ら
す
と
霊
し
て
、

i

と
し
て
フ
1

リ
エ
キ
：麓
を
放
架
し
、
顾
來
斯
f

想
運
動
ょ
り一

切
退5

て
：
、

專

心

自

家

固

有

の
 

體
系
の
独
設
に
精
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